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日本遺産「大谷石文化」ガイド中級講座運営業務及び 

大谷石文化学連続講座運営支援業務委託 仕様書 

 
第１章 総則 

 １ 業務の名称 

   日本遺産「大谷石文化」ガイド中級講座運営業務及び大谷石文化学連続講座運営支援

業務 
 
 ２ 業務の目的 

 日本遺産「大谷石文化」をガイドする技術及び知識を有するとともに，観光地域づく

りの知識を有する「地域観光アドバイザー」を育成すること及び大谷石文化に係る連続

講座の実施，動画制作及び配信等を行うことにより，市民等に日本遺産のストーリーの

理解促進を図ることを目的とする。 
【日本遺産「大谷石文化」ガイド中級（地域観光アドバイザー育成）に求める役割】 

   ①ヒト・モノ・コト（地域資源）に精通し，ガイドプログラムを作成し，全体のコー

ディネートを行うとともに，自らガイドとして実践する。 
   ②ガイド全体の質と連携力を高めるための施策検討・実施 
   ③日本遺産「大谷石文化」を活かした観光地域づくりのプロデュース 

 

 ３ 業務の期間 

   本業務の期間は，契約締結の日から令和５年３月１０日までとする。 
  

第２章 共通仕様 

 １ 適用の範囲 

   本仕様書は，本業務に適用されるものとする。 
 
 ２ 業務内容 

   本業務の内容は，第３章特記仕様によるものとする。 
  

３ 技術者及び業務管理 

（１） 受託者は，業務主任担当者をもって，秩序正しい業務を行わせるとともに，高度

な技術を要する部門については，相当の経験を有する技術者を配置するものとする。 

（２） 業務主任担当者は，業務の全般に渡り，技術的管理を行うものとする。 

（３） 受託者は，常に宇都宮市大谷石文化推進協議会（以下「協議会」という。）との連

絡を密にするとともに，十分な協議のもとで業務の円滑な遂行を図るものとする。 
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 ４ 疑義 

   本仕様書に定める事項について疑義が生じた場合，または本仕様書に定めない事項に

ついては，協議会と受託者の協議により決定するものとする。 
 ５ 関係法令等 

   受託者は，本業務の遂行に当たっては，本仕様書に従うほか，関係法令等を遵守する

とともに，関連計画等（国，県，市等）との整合，調整に十分留意するものとする。 
 
 ６ 秘密の保持 

（１） 受託者は，個人情報の取扱いに関して，関係法令・条例・情報セキュリティポリ

シーに基づき適正な管理を講じること。 

（２） 受託者は，本業務の遂行上知り得た事項について，第三者に漏らしてはならない。 
（３） 受託者は，個人情報の漏えい，滅失及びき損の防止その他の個人情報の適正な管

理又は情報資産の保護のために必要な措置を講じなければならない。 

（４） 受託者は，本業務（再委託をした場合を含む。）を通じて知り得た情報を秘密情報

として扱い，本業務以外に利用し，又は第三者に提供してはならない。また，契約

終了後も同様とする。 

 
 ７ 一括再委託の禁止 

（１）  受託者は，業務の全部を一括して第三者に委任し，又は請け負わせてはならない。 

（２） 受託者は，業務の一部を第三者に委任し，又は請け負わせようとするときは，あ

らかじめ，協議会の承諾を得なければならない。 

（３） 協議会は，受託者に対して，業務の一部を委任し，又は請け負わせた者の商号又

は名称その他必要な事項の通知を請求することができる。 

 
 ８ 地域経済貢献 

   協議会が指定した主たる部分に該当しない業務を第三者に委任し，請け負わせようと

するときは，地域経済の振興や宇都宮市内業者育成の観点から，できる限り宇都宮市内

に本店を有する業者（以下，「市内業者」という。）から選定するよう努めるものとす

る。 

 

 ９ 資料の貸与 

   本業務の遂行上必要な資料の収集，調査等は原則として受託者が行うものとするが，

協議会から貸与を受けた資料については，そのリストを協議会に提出し，業務完了とと

もに返却すること。 
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   なお，協議会から返却の要求があった場合は，速やかに返却すること。 
 

 １０ 関係機関との協議 

本業務の遂行上必要な関係機関との協議については，受託者の責任において適正に 

処理するとともに，その内容を遅滞なく協議会に報告するものとする。 
 
 １１ 議事録 

受託者は，業務遂行に当たっての事務打合せ等の都度，その結果について整理し，  

書面をもって協議会へ報告するものとする。 
 
 １２ 提出書類 

   受託者は，業務の着手及び完了に当たっては，契約書に定めるもののほか，下記の  

書類を提出し，協議会の承認を受けるものとする。 
   なお，承認された事項を変更しようとするとき，その都度，協議会の承認を受けるも

のとする。 
（１） 業務着手時 

①業務着手届 ②業務計画表 ③業務主任担当者届 
  （２） 業務完了時 

     ①業務完了届 ②成果品納品書  
  （３） その他業務遂行上必要とされる書類 

 

１３ 打合せ 

   打合せは，業務着手前，中間，業務完了時及び随時必要に応じて行うものとする。 
なお，業務主任担当者は，業務着手時，成果品納品時その他主要な打合せには出席す

るものとする。 
 

１４ 検査及び業務の完了 

（１） 受託者は，業務を完了したときは，遅滞なく業務完了届を提出するとともに，本

仕様書に指定された成果品及び成果品納品書を提出し，協議会の検査を受けるもの

とする。 

（２） 受託者は，検査の承認を持って業務の完了とする。なお，成果品に不備または不

合格な点が発見された場合は，受託者は速やかにこれを修正しなければならない。 

 
 １５ 成果品 

   本業務の成果品は次のとおりとする。なお，成果物は協議会に帰属するものとする。 
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（１） 業務報告書   ３部 

（Ａ４版：打合せ及び会議記録，受講者名簿，講座資料，講座時の写真等を含む） 

（２） 業務報告書に係る電子媒体（ＣＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ等）   一式 

（３） 大谷石文化学連続講座動画データ（MP4） DVD 又は USB メモリに格納 

 
 １６ 権利関係 

（１） 受託者は，協議会に対し，受託者に納入された納入物品の著作権（著作権法第２

７条及び第２８条の所定の権利を含み，以下同様とする。）を納入物品に関する検収

完了をもって，受託者から協議会に譲渡する。ただし，納入物品のうち新規に作成さ

れたプログラム等の著作権は，協議会及び受託者の共有とし，協議会及び受託者は共

有となったプログラム等をそれぞれの相手方の同意を得ることなく著作権法に基づ

き利用することができる。 
（２） 前号の規定に関わらず，既に受託者が著作権を有する著作物の著作権は，受託者

に留保されるものとする。 
（３） 協議会又は受託者が単独で行った発明・考案（以下「発明等」という。）から生じ

た特許権等については，協議会単独及び受託者単独に帰属するものとする。 
（４） 協議会及び受託者が共同で行った発明等から生じた特許権等については，協議会

と受託者の共有とし，その持分を均等とする。 
（５） 本業務で収集したデータは協議会が保有するものとする。 

 
 １７ その他 

（１） 業務の遂行に当たり使用する関係資料及びデータ等については，可能な限り最新

のものを使用するとともに，出典・年月等を明記すること。 

（２） 各種資料や成果品の作成にあたっては，MicrosoftWord，MicrosoftExcel あるい

はこれと互換性のあるものを使用すること。 

（３） 検収完了後１年間において，受託者の責に帰すべき事由による本仕様書との不一

致が見られた場合は，協議会と協議の上，受託者は無償で是正措置を実施すること。 

 

第３章 特記仕様 
  本業務の内容は以下のとおりとする。 
 

１ 業務内容 

（１）日本遺産「大谷石文化」ガイド中級（地域観光アドバイザー育成）講座の運営 

①「大谷石文化」ガイド中級（地域観光アドバイザー育成）講座の企画 

１）ガイド養成講座の企画 
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・ 受託者は，令和２年度に協議会で開講した日本遺産「大谷石文化」ガイド中級講

座の内容を基に素案を作成し，協議会と事前協議をした上で決定する。 

・ 講座の構成は，全５回とし，うち３回は，ガイド技術を高める実地研修（実技研

修）を取り入れた講座とすること。 

・ 対象者は，観光ガイド等に従事されている方，日本遺産「大谷石文化」のストー

リー伝え方講座の受講者とする。 

・ 講座受講者の募集人数は，３０名程度とする。 

・ 令和２年度日本遺産「大谷石文化」ガイド中級講座の構成は，以下のとおり。 
 

回数 形式 講座学習内容 

１ 座学 ・ガイド中級講座の趣旨説明 
・地域観光のプロが考える理想のガイド像 
・観光マーケティング論，安全対策スキル 
・グループ課題設定 

２ 座学 
実地研修（市内） 

・プロガイドによる講演 
・ガイド技術の取得 
・大谷地区以外の宇都宮市の文化財・歴史の知識取得 
・ガイドロールプレイの実施 

３ 実地研修（市外） ・日本遺産「那須野が原開拓」を学ぶ実地研修 
・グループディスカッション 
・ガイドロールプレイの実施 

４ 実地研修（市内） 
ワークショップ 

・プロガイドの大谷地区のガイド技術取得 
・地域資源を活かすプログラムのつくり方 
・グループ課題作成・ディスカッション 

５ 座学 
総復習 
修了式 

・グループ課題の発表 
・観光マーケティング論（まとめ） 
・ガイドの認定 

 
・ 講座時期については，令和４年１０月中に受講者の募集を行い，令和４年１１月

８日（月）～令和５年２月１９日（日）までの期間に開講し，講座の日程は期間内

でバランス良く実施すること。なお，講座の開講計画についてあらかじめ協議会と

協議した上で，開講前に協議会に提出を行い，協議会の承認を受けること。 
・ 開講時間は土日の日中（概ね９時～１７時）で設定し，座学については，１日当

たり３～４の講義数とすること。（各講義４０～５０分程度） 
２）講師の選定 
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・ 本講座で講師を務める者は，講座の目的を達成するために必要な知見を有する，

日本遺産のガイド育成事業等の経験者とし，本業務の遂行に適した者を選定して従

事させること。なお，講師の選定については，協議会の承認を受けること。 
３）テキスト等の使用 

・ 協議会発行のガイドプログラム（ガイドマニュアル・ガイドシナリオ・ガイド用

パンフレット）を使用すること。 
・ ガイドプログラムは，協議会が受託者へ冊子等で各４０部（受講者分３０部，講

師分及び予備１０部）提供するものとする。 
４）ガイドの認定証及び認定証カードの交付 

 ・ 講座を修了し，「大谷石文化」のガイド技術を取得した者を「日本遺産「大谷石文

化」ガイド」として認定する。 
 ・ ガイドの認定は講座修了時に行うこと。認定証はＡ４サイズとし，認定証カード

は ISO/IEC7810 の ID-1 の規格とすること。 
②「大谷石文化」ガイド中級講座の実施 

・ ①の１）で企画した講座を実施する。 
・ 募集チラシのデザイン作成，開催通知や講座会場のセッティングなど事前準備の

ほか，講師・会場の手配や講座の資料印刷等に関する経費は，本事業に含むものと

する。 
・ 座学の講座は宇都宮市内で実施する。講座の会場は受託者が確保し，講座の開催

に必要な準備を行うこと。 
・ 新型コロナウイルス感染症対策の観点から，受講者数の概ね２倍以上の人数を収

容可能な会場を選定し，受講者同士の間隔が十分確保されるものとする。 
・ 実地研修（実技研修）に係る実費は，受託者又は参加者の負担とする。 
・ 実地研修で使用するバスは受託者が手配すること。また，それ以外の講座運営に

係る経費についても受託者が負担するものとする。 
・ 受講者の出欠確認等，講座受講者の管理を行うこと。 
・ 講座開催時には，新型コロナウイルス感染症への対応として，国及び栃木県の方

針に基づき実施し，状況に応じた柔軟な対応をすること。 
・ 講座の実施に当たり，受託者は十分な感染予防対策を講じること。 

 

（２）大谷石文化学連続講座の運営 

① 大谷石文化学連続講座の運営支援 

   ・ 受託者は，大谷石文化学連続講座の実施に伴う業務（講座資料の印刷及び配付，

会場設営，アーカイブ動画の制作，映像及び配布資料等を含めた著作権及び肖像権

等の許諾に関する一切の事務等）を行う。 
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・ 受講者の募集（広報，募集チラシの作成）や会場確保，アーカイブ動画の公開に

関する業務は，宇都宮市大谷石文化推進協議会（以下「協議会」という。）により

実施する。 

② 大谷石文化学連続講座のアーカイブ動画の制作 

１）動画の撮影 

・ 協議会が企画する全４講座（各 60 分）の以下の講座についての動画撮影を行う。 

⑴ 建築デザインを学ぶ  令和 4 年 8 月 27 日（土） 
第 1 回 13：35～14：35  「大谷石の町並みと建物の類型学について」 

   講師 千葉大学 大学院工学研究院 建築学コース 教授 安森 亮雄 
第 2 回 14：45～15：45  「大谷石の建材としての魅力について」 

  講師 新素材研究所取締役所長 建築家 榊田 倫之 
⑵ 人と自然の景観を学ぶ 令和 4 年 9 月 3 日（土） 

第 3 回 13：30～14：30  「大谷石と江戸時代の石切の暮らしについて」 
講師 國學院大學栃木短期大学 教授 坂本 達彦 

第 4 回 14：40～15：40  「大谷の魅力ある景観について」 
講師 宇都宮市文化財ボランティア協議会 会長 大塚 雅之 

・ 撮影収録実施に当たっては，カメラマン，音声等必要な体制を組むこと。また，

撮影機材等必要な物品を手配すること。 
・ 動画データは，YouTube や Zoom で公開できる形式のものとする。 
２）動画の編集 

   ・ 撮影した映像について，完成映像となるように編集を行うこと。 
   ・ １講座（合計 60 分）×４本（全４講座）を作成すること。 

３）講師等への謝金支払い 

   ・ 講師４名への謝金を支払う。（うち２名は交通費も併せて支給する。） 
 

（３）その他 

   ・ 本業務の実施にあたっては，協議会が実施する他の事業と整合を図りながら進め

るものとする。 

   ・ 本業務の主たる部分とは，全体総括，計画立案，進捗管理，重要課題の解決，そ

の他管理作業とする。 

 

２ スケジュール 

  令和４年 ８月～ 業務着手 

  令和５年 ３月  業務完了 

 


